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統計学と社会物理学
•統計学は多くのデータがあるほど精度がよくなる

精度〜 1／√N 〜 １／√Δｔ
（時間Δｔに⽐例してデータ量が集まると仮定して）

•社会物理学で運動⽅程式をたてると
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ここでΔｔ→無限⼤とすると、消えてしまう
社会物理学ではΔｔをしかるべき⻑さに制限し、
動きを追うのが⻑所



社会物理学
•物理学においては、統計⼒学の⼿法を社会に応⽤しようという
分野。
•計算社会科学の1分野であるとも⾔える

•実社会を表すデータから出発し、
そのデータ（の動き）を表現できる理論を
開発するのが⽬的となる。

ヒット現象の数理モデルもその1つ
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事件が起こってないとすると、数理モデルの式で
メディア効果やコミュニケーションが消えて

事件前のデータで⾒ると、ほぼ直線的に増加するので
乱雑項の社会での総和は定数と近似できる。



位置依存を⼊れたヒット現象の数理モデル



位置依存性を、⼤きく3分割して、
近距離、中距離、遠距離に分ける
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爆発直後のツィート数の距離別集計
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r D
1 0.3
4 0.16
9 0.03

Dの距離依存性

P 0.0008
CA 40



結論

•ツィート位置情報を⼊れたヒット現象の数理モデルを提案した

•爆弾テロ事件に応⽤したところ、測定を説明することができた

•爆弾テロ事件の測定から数理モデルで得られた直接コミュニ
ケーションの強さDの値の位置依存性は、距離の逆⼆乗則に従
うように⾒える。


